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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月3日(2020.3.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  冷媒であるＣＯ２が凝縮と蒸発を繰り返して循環する冷媒回路を有するとともに、入口
から導入された被加熱液体を加熱して出口から吐出する熱交換部と、
  前記熱交換部の入口と出口とに接続されて前記被加熱液体が循環する循環路と、
  前記循環路の前記被加熱液体と熱交換を行って該被加熱液体を冷却する負荷側熱交換器
と、
  前記負荷側熱交換器の入口側と出口側との間で前記循環路を接続する戻り流路と、
  前記負荷側熱交換器の入口側での前記戻り流路と前記循環路との接続部分に設けられ、
前記戻り流路を介して前記負荷側熱交換器の出口から前記負荷側熱交換器の入口に向かう
前記被加熱液体の流量である第一流量、及び、前記熱交換部の出口から前記負荷側熱交換
器の入口に向かう前記被加熱液体の流量である第二流量を調整可能な第一流量調整部と、
  前記負荷側熱交換器の出口と前記第一流量調整部との間に設けられ、前記負荷側熱交換
器の出口側の前記被加熱液体の流量を調整可能な第二流量調整部と、
  前記負荷側熱交換器の入口側と出口側での前記被加熱液体の温度差を一定に保つように
前記第二流量調整部を動作させ、前記負荷側熱交換器の出口側での前記被加熱液体の流量
を調整させる出口側制御部と、
  前記負荷側熱交換器の入口側での前記被加熱液体の温度を一定に保つように前記第一流
量調整部を動作させ、前記第一流量と前記第二流量との比率を調整させる入口側制御部と
、
  を備え、
  前記入口側制御部は、前記負荷側熱交換器が設置された環境の温度に応じて、前記第一
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流量調整部を動作させ、前記第一流量と前記第二流量との比率を調整する加熱装置。
【請求項２】
　上部が、前記循環路と前記戻り流路との接続部分と、前記熱交換部の出口との間で前記
循環路に接続され、下部が、前記循環路と前記戻り流路との接続部分と、前記熱交換部の
入口との間で前記循環路に接続されて、前記被加熱液体を貯留する貯留槽と、
  前記貯留槽の上部で所定の温度以上となった前記被加熱液体の液量に応じて前記熱交換
部を停止及び運転する制御を行う運転制御部と、
  をさらに備える請求項１に記載の加熱装置。
【請求項３】
  前記負荷側熱交換器が設置された環境の温度に応じて、前記熱交換部の熱交換能力を調
整する運転制御部をさらに備える請求項１に記載の加熱装置。
【請求項４】
  冷媒であるＣＯ２が凝縮と蒸発を繰り返して循環する冷媒回路を有するとともに、入口
から導入された被加熱液体を加熱して出口から吐出する熱交換部と、
  前記熱交換部の入口と出口とに接続されて前記被加熱液体が循環する循環路と、
  前記循環路の前記被加熱液体と熱交換を行って該被加熱液体を冷却する負荷側熱交換器
と、
  前記負荷側熱交換器の入口側と出口側との間で前記循環路を接続する戻り流路と、
  を備える装置で前記被加熱液体を加熱する加熱方法であって、
  前記負荷側熱交換器の入口側と出口側での前記被加熱液体の温度差を一定に保つように
前記負荷側熱交換器の出口側での前記被加熱液体の流量を調整する流量調整工程と、
  前記負荷側熱交換器の入口側での前記被加熱液体の温度を一定に保つように、前記戻り
流路を介して前記負荷側熱交換器の出口から前記負荷側熱交換器の入口に向かう前記被加
熱液体の流量と、前記熱交換部の出口から前記負荷側熱交換器の入口に向かう前記被加熱
液体の流量との比率を調整する流量比率調整工程と、
  を含み、
  前記流量比率調整工程では、前記負荷側熱交換器が設置された環境の温度に応じて、前
記戻り流路を介して前記負荷側熱交換器の出口から前記負荷側熱交換器の入口に向かう前
記被加熱液体の流量と、前記熱交換部の出口から前記負荷側熱交換器の入口に向かう前記
被加熱液体の流量との比率をさらに調整する加熱方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の第一の態様に係る加熱装置は、冷媒であるＣＯ２が凝縮と蒸発を繰り返して循
環する冷媒回路を有するとともに、入口から導入された被加熱液体を加熱して出口から吐
出する熱交換部と、前記熱交換部の入口と出口とに接続されて前記被加熱液体が循環する
循環路と、前記循環路の前記被加熱液体と熱交換を行って該被加熱液体を冷却する負荷側
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熱交換器と、前記負荷側熱交換器の入口側と出口側との間で前記循環路を接続する戻り流
路と、前記負荷側熱交換器の入口側での前記戻り流路と前記循環路との接続部分に設けら
れ、前記戻り流路を介して前記負荷側熱交換器の出口から前記負荷側熱交換器の入口に向
かう前記被加熱液体の流量である第一流量、及び、前記熱交換部の出口から前記負荷側熱
交換器の入口に向かう前記被加熱液体の流量である第二流量を調整可能な第一流量調整部
と、前記負荷側熱交換器の出口と前記第一流量調整部との間に設けられ、前記負荷側熱交
換器の出口側の前記被加熱液体の流量を調整可能な第二流量調整部と、前記負荷側熱交換
器の入口側と出口側での前記被加熱液体の温度差を一定に保つように前記第二流量調整部
を動作させ、前記負荷側熱交換器の出口側での前記被加熱液体の流量を調整させる出口側
制御部と、前記負荷側熱交換器の入口側での前記被加熱液体の温度を一定に保つように前
記第一流量調整部を動作させ、前記第一流量と前記第二流量との比率を調整させる入口側
制御部と、を備え、前記入口側制御部は、前記負荷側熱交換器が設置された環境の温度に
応じて、前記第一流量調整部を動作させ、前記第一流量と前記第二流量との比率を調整す
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　このような加熱装置によれば、負荷側熱交換器の環境の温度に応じて第二流量調整部を
制御し、負荷側熱交換器の出口側での前記被加熱液体の流量を調整可能となっている。即
ち。例えば負荷側熱交換器の環境の温度が高くなった際には、負荷側熱交換器の入口側と
出口側との被加熱液体の温度差を一定に保つように、負荷側熱交換器の出口から戻り流路
を介して再び負荷側熱交換器の入口に流入する被加熱液体の流量を少なくして負荷側熱交
換器での熱交換量を減少させることができる。よって、負荷側熱交換器の出口側での被加
熱液体の温度が上昇することを抑えることができる。よって負荷側熱交換器の出口から熱
交換部の入口へ導入される被加熱液体の温度を低く抑えることができる。
　また、負荷側熱交換器の出口から熱交換部の入口へ再び導入される被加熱液体の温度を
低く抑えることができるとともに、第一流量を第二流量と比べて少なくすることで負荷側
熱交換器の入口での被加熱液体の温度を下げることができる。よって、負荷側熱交換器の
設置された環境の温度の上昇にともなって負荷側熱交換器の出口での被加熱液体の温度が
高くなってしまうことを回避できる。よって負荷側熱交換器の出口から熱交換部の入口へ
導入される被加熱液体の温度をさらに低く抑えることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
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  本発明の第二の態様に係る加熱装置は、上記第一から第三の態様において、上部が、前
記循環路と前記戻り流路との接続部分と、前記熱交換部の出口との間で前記循環路に接続
され、下部が、前記循環路と前記戻り流路との接続部分と、前記熱交換部の入口との間で
前記循環路に接続されて、前記被加熱液体を貯留する貯留槽と、前記貯留槽の上部で所定
の温度以上となった前記被加熱液体の液量に応じて前記熱交換部を停止及び運転する制御
を行う運転制御部と、をさらに備えていてもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
  本発明の第三の態様に係るＣＯ２冷媒加熱装置は、上記第一から第三の態様において、
前記負荷側熱交換器が設置された環境の温度に応じて、前記熱交換部の熱交換能力を調整
する運転制御部をさらに備えていてもよい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の第四態様の加熱方法は、冷媒であるＣＯ２が凝縮と蒸発を繰り返して循環する
冷媒回路を有するとともに、入口から導入された被加熱液体を加熱して出口から吐出する
熱交換部と、前記熱交換部の入口と出口とに接続されて前記被加熱液体が循環する循環路
と、前記循環路の前記被加熱液体と熱交換を行って該被加熱液体を冷却する負荷側熱交換
器と、前記負荷側熱交換器の入口側と出口側との間で前記循環路を接続する戻り流路と、
を備える装置で前記被加熱液体を加熱する加熱方法であって、前記負荷側熱交換器の入口
側と出口側での前記被加熱液体の温度差を一定に保つように前記負荷側熱交換器の出口側
での前記被加熱液体の流量を調整する流量調整工程と、前記負荷側熱交換器の入口側での
前記被加熱液体の温度を一定に保つように、前記戻り流路を介して前記負荷側熱交換器の
出口から前記負荷側熱交換器の入口に向かう前記被加熱液体の流量と、前記熱交換部の出
口から前記負荷側熱交換器の入口に向かう前記被加熱液体の流量との比率を調整する流量
比率調整工程とを含み、前記流量比率調整工程では、前記負荷側熱交換器が設置された環
境の温度に応じて、前記戻り流路を介して前記負荷側熱交換器の出口から前記負荷側熱交
換器の入口に向かう前記被加熱液体の流量と、前記熱交換部の出口から前記負荷側熱交換
器の入口に向かう前記被加熱液体の流量との比率をさらに調整する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更



(5) JP 2018-169108 A5 2020.4.16

【補正の内容】
【００２１】
　このような加熱方法によれば、例えば負荷側熱交換器の環境の温度が高くなった際には
、負荷側熱交換器の出口から戻り流路を介して再び負荷側熱交換器の入口に流入する被加
熱液体の流量を少なくする。すると負荷側熱交換器での熱交換量が減少し、この結果、負
荷側熱交換器の入口側での被加熱液体の温度は一定に保たれているため負荷側熱交換器の
出口側での被加熱液体の温度が上昇することを抑えることができる。よって負荷側熱交換
器の出口から熱交換部の入口へ導入される被加熱液体の温度を低く抑えることができる。
　また、負荷側熱交換器の出口から戻り流路を介して再び負荷側熱交換器の入口に流入す
る被加熱液体の流量を少なくすることで負荷側熱交換器の出口から熱交換部の入口へ導入
される被加熱液体の温度を低く抑えることができる。よって、負荷側熱交換器の設置され
た環境の温度の上昇にともなって負荷側熱交換器の出口での被加熱液体の温度が高くなっ
てしまうことを回避できる。よって負荷側熱交換器の出口から熱交換部の入口へ導入され
る被加熱液体の温度をさらに低く抑えることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
  比較的寒くない季節、日には負荷側熱交換器３での負荷が下がる。よって、このような
場合には、例えば負荷側熱交換器３に流入させる水（湯）Ｗの温度が３５度で運転を行っ
ている状態から、３０度にする必要がある。
  そこで、入口側制御部１１は、負荷側熱交換器３の出口３ｂから戻り流路６を介して再
び負荷側熱交換器３の入口３ａに流入する水（湯）Ｗの流量（第一流量Ｑ１）を、熱交換
部２の出口２ｂから貯湯槽１７を介して第一流量調整部１０を通過し、負荷側熱交換器３
の入口３ａに向かう水（湯）Ｗの流量（第二流量Ｑ２）に比べて多くする（流量比率調整
工程）。すると、負荷側熱交換器３に流入させる水（湯）Ｗの温度が例えば３５度から３
０度に下がる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　比較的寒くない季節、日には負荷側熱交換器３での負荷が下がる。よって、負荷側熱交
換器３を流通する水Ｗの流量が変わらない場合には、負荷側熱交換器３の出口３ｂ側での
水Ｗの温度が高くなってしまう。そこで、このような日には負荷側熱交換器３での熱交換
量を増やし、負荷側熱交換器３の出口３ｂ側での水Ｗの温度上昇を抑え、負荷側熱交換器
３の出口３ｂ側での水Ｗの温度を低い状態に保つために、負荷側熱交換器３の入口３ａ側
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と出口３ｂ側との温度差を一定に保つようにする必要がある。そこで、例えば負荷側熱交
換器３に流入させる水（湯）Ｗの流量が１で運転を行っている状態から、負荷側熱交換器
３に流入させる水（湯）Ｗの流量が０．８で運転を行う状態とする必要がある。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　出口側制御部２３は、負荷側熱交換器３の出口３ｂ側で第二流量調整部２２を動作させ
、負荷側熱交換器３を流通する水Ｗの流量を０．８の状態とする（流量調整工程）。また
この際、第一流量Ｑ１が減少するため第二流量Ｑ２と第一流量Ｑ１との比率が変化し、第
一流量調整部１０から負荷側熱交換器３の入口３ａに流入する水（湯）Ｗの温度が低下す
る。しかし、第一流量調整部１０が入口側制御部１１で制御されて負荷側熱交換器３の入
口３ａ側の水Ｗの温度は一定に保たれる。このため、結果として負荷側熱交換器３の出口
３ｂ側の水Ｗの温度上昇が抑制される。


	header
	written-amendment

